
（仮称）秋田市こども計画の原案について

１ こども計画の概要

（仮称）秋田市こども計画（以下「こども計画」という。）は、こども大綱お

よび秋田県こども計画を勘案して策定するものであり、本市のこどもや若者の施

策およびこどもの貧困対策を総合的に推進しようとするもの。

計画期間は、令和８年度から令和１１年度までとする。

(1) 基本理念

本市こども政策の目指すべき姿として、こども大綱を踏まえ次のとおり設定

する。

（案）すべてのこども・若者が、

夢に向かって健やかに成長できる、

心豊かで希望に満ちたまち

(2) 基本目標と基本施策

基本理念の実現に向け、施策分野ごとに４つの基本目標と１３の基本施策を

設定する。

○基本目標１　未来世代の参画と挑戦を支える環境づくりの推進

基本施策1-1　こどもの権利の尊重と主体的参画の推進

基本施策1-2　こどもの視点に立った居場所づくり

基本施策1-3　シビックプライドの醸成と地元でチャレンジできる機会づくり

○基本目標２　ライフステージを通した支援の充実

基本施策2-1　（ライフステージⅠ）生まれる前から幼児期までのこどもへの支援

基本施策2-2　（ライフステージⅡ）学童期・思春期におけるこども・若者への支援

基本施策2-3　（ライフステージⅢ）青年期における若者への支援

○基本目標３　様々な状況にあるこども・若者が健やかに成長できる支援の充実

基本施策3-1　こどもの貧困の解消に向けた対策

基本施策3-2　障がい児等への支援の充実

基本施策3-3　児童虐待防止対策の充実

○基本目標４　子育て当事者が安心して子育てできる環境づくりの推進

基本施策4-1　子育てや教育に関する経済的負担の軽減

基本施策4-2　ひとり親家庭の自立支援の推進

基本施策4-3　地域における子育て支援の充実

基本施策4-4　仕事と子育ての両立支援

【資料２】



【資料２】

２ こども計画の主なポイント

(1) 新たな施策の展開

市長公約を反映した新たなこども・若者施策として、「基本目標１ 未来世

代の参画と挑戦を支える環境づくり」を掲げ、施策の方向性を示した。

・こどもが権利の主体であることの周知・理解の促進

・意見表明の機会の充実とこども・若者主体の取組の推進

・こどもの視点に立った居場所づくり

・多様な遊びや体験活動等の推進 など

(2) 既存施策の見直し

こども計画に引き継ぐ「第４次秋田市子ども・子育て未来プラン」および

「第２期秋田市子どもの未来応援計画（子どもの貧困対策）」の各種施策につ

いて、こども大綱や各種調査結果等に基づく市民ニーズを踏まえた見直しを加

え、施策の方向性を示した。

(3) こどもの意見（声）の記載

こども大綱における「こども・若者の社会参画・意見反映」に基づき、令和

６年度に実施した「こども調査」によって聴取した実際のこどもの意見の一部

を該当する施策ごとに記載した。

３ 策定経過および今後のスケジュール（予定）

時 期 内 容

令和７年 ５月 第１回子ども・子育て会議（概要説明）

６月 厚生委員会（概要説明）

８月 第２回子ども・子育て会議（骨子案の審議）

９月 厚生委員会（骨子案説明）

１１月 第３回子ども・子育て会議（原案の審議）

１２月 厚生委員会（原案説明）

パブリックコメント、市民１００人会

（１２月下旬から１月下旬まで実施）

令和８年 ２月 第４回子ども・子育て会議（最終案の審議）

３月 厚生委員会（最終案報告）

こども計画策定・公表


